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太平洋クロマグロの食し方として、一番人気があるのは
何と言ってもお寿司。「マグロといえばここ！」と
寿司通たちが口をそろえる店を取材しました。

こだわり抜いた
究極のマグロづくし

寿司通の間で話題！

　のれんに「近海」「生本まぐろ」の文
字が大きく躍る、東京・奥沢の入船寿
司。開店以来、近海で獲れた生の本マ

グロ（太平洋クロマグ
ロ）にこだわり、1日も
欠かすことなく本マグ
ロを扱い続けて47年の
本
ほん

多
だ

克
かつ

己
み

さんが見せて
くれたのは、その日仕
入れたばかりの和歌山
県・那智勝浦産（はえ
縄）本マグロ。「6、7月
は脂の乗りが良くない
のですが、この時期と

しては最高の魚が手に入りました」。
　お店の看板メニューは、“築地で一番”
の本マグロを使った「鮪づくしにぎり」
と「究極の鮪づくし丼」（下の写真）。大

トロ、中トロ、霜降り、皮ぎし、赤身、
大トロのあぶりなど、本マグロの美味
しさを存分に味わうことができます。
「赤身は酸味があってさっぱりうまい
し、中トロは程よく、霜降りや大トロ
はしっかり乗った脂の味がすばらしい。
それを火であぶるとまた違った味わい
が楽しめる」と本多さん。「食べて感
動があるのが本マグロの魅力。お客さ
んの笑顔を見続けたいので、生涯現役
で頑張ります」と語ってくれました。

♳「いい魚は骨が柔らかく、皮目が薄くてウロコに包丁がスパっと入
る」（飯田さん）　♴セリ場で実際に目にできるのは、切り落とされた尻
尾と切り込みが入った腹の内側（一部）のみ。産地や漁法も手掛かりに
してマグロの味をイメージする　♵岩手県・釜石で揚がった太平洋ク
ロマグロ。定置網漁で揚がったマグロの味は、繊細な風味が際立つ

顧客が希望する価格帯で最
高のマグロを競り落とす。
オーダー通りの重さに切り
分けて、丁寧に梱包する

1861年（文久元年）
創業の老舗仲卸
「樋長」の８代目
当主。http://www.
hicho.co.jp

マグロは鮮度が命。１ｍ近い胴切り包丁で素
早く切り分けられていく様は「見事」の一言

入船寿司
東京都世田谷区
奥沢3-31-7
開店以来約半世紀、冷
凍、養殖モノは一切使
っていないという徹底
ぶり。その評判は海外
にも広まり、外国人観
光客も連日訪れている。

これぞ究極のまぐろ丼！！ 霜降り
大トロと中トロの中
間。赤身の中に脂肪
分が細かく入り込む

大トロのあぶり
さっとあぶり、にん
にくのしょう油漬け
をトッピングする

赤身
背側と骨に近い部分
の身。しょう油漬け
にして提供される

大トロ
「腹カミ」と呼ばれる
腹側のカマに近い部
分。脂肪分が多い

皮ぎし
皮付近の脂肪分が多
い身。呼び名は本多
さんのオリジナル

中トロ
「腹ナカ」「腹シモ」と
呼ばれる腹側中央か
ら尾にかけての部分

職人たちが語る魅力と味わい
圧倒的な存在感から“魚の王様”と称されている
クロマグロ。長年扱ってきたプロの職人たちが、

その魅力を語ります。

クロマグロを「食す」

「
季
節
、漁
場
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
味
や

質
な
ど
の
見
当
を
つ
け
る
」
と
言
い
ま

す
。
冬
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
脂
が
し
っ
か

り
乗
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
季

節
は
比
較
的
脂
が
少
な
く
、
食
べ
て
い

る
エ
サ
に
よ
っ
て
も
味
は
劇
的
に
違
っ

て
く
る
の
だ
そ
う
。「
例
え
ば
、
冬
の

津
軽
海
峡
で
イ
カ
を
食
べ
て
い
る
ク
ロ

マ
グ
ロ
は
、
脂
が
乗
っ
て
い
て
コ
ク
と

う
ま
味
が
強
い
の
が
特
徴
で
す
」。

　

ま
た
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
漁
法
に
よ
っ

て
も
味
が
異
な
り
、「
は
え
縄
漁
（
※
注
）

や
一
本
釣
り
で
獲
っ
た
魚
は
、
適
度
に

暴
れ
て
疲
れ
て
か
ら
揚
げ
ら
れ
る
の
で

　

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
目
利
き
と
し
て
活
躍

す
る
仲
卸
業
者
は
、
切
り
取
ら
れ
た
尻

尾
、
腹
の
一
部
、
全
体
的
な
色
合
い
や

雰
囲
気
だ
け
を
頼
り
に
、
一
体
数
十
万

〜
数
百
万
円
も
す
る
代
物
を
競
り
落
と

し
て
い
き
ま
す
。
実

際
に
解
体
し
て
み
る

ま
で
は
そ
の
良
し
悪

し
は
分
か
ら
ず
、
ま

さ
に
経
験
と
勘
が
物

を
言
う
世
界
。

　

老
舗
仲
卸「
樋ひ
ち
ょ
う長
」

を
率
い
る
社
長
の
飯い
い

田だ

統と
う

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
は
、

身
の
質
が
安
定
し
て
い
て
色
持
ち
が
良

く
、
定
置
網
漁
だ
と
繊
細
で
や
さ
し
い

味
に
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
」。さ
ら
に
、

船
上
で
神
経
締
め
し
た
後
に
氷
で
冷
や

る
だ
け
あ
っ
て
、
別
格
で
す
ね
」
と
飯

田
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
こ
こ
10
年
ほ
ど
の
間

に
市
場
に
出
回
る
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
数
が

激
減
し
た
こ
と
に
は
危
機
感
を
強
め
て

お
り
、「
資
源
量
が
回
復
す
る
よ
う
に

漁
獲
規
制
な
ど
の
対
策
を
徹
底
し
て
欲

し
い
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。

す
な
ど
の
処
理
を
し
た
か
ど
う
か
で
も

味
が
ま
っ
た
く
変
わ
る
の
で
、
ど
の
船

で
獲
れ
た
の
か
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

入船寿司
本多克己さん

季
節
や
エ
サ
で

味
が
劇
的
に
変
わ
る

複
雑
さ
と
凝
縮
感
が

ク
ロマ
グ
ロ
の
魅
力

※
注
：「
幹
縄
（
み
き
な
わ
）」
と
呼
ば
れ
る
１
本

の
ロ
ー
プ
に
、エ
サ
を
付
け
た
複
数
の「
枝
縄（
え

だ
な
わ
）」
を
ぶ
ら
下
げ
て
漁
場
に
仕
掛
け
、
後

で
回
収
す
る
漁
法
。

「
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
魅
力
は
、
食
べ
た
エ

サ
や
部
位
に
よ
っ
て
変
わ
る
味
の
複
雑

さ
と
凝
縮
感
。〝
魚
の
王
様
〞
と
呼
ば
れ

樋長
飯田統一郎さん
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太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
量
は
、

こ
こ
20
年
ほ
ど
で
激
減
し
て
い
ま
す
。

昨
年
11
月
に
は
、
政
府
機
関
や
科
学
者

で
組
織
さ
れ
る
「
国
際
自
然
保
護
連
合

（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）」
の「
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
」
に
、

絶
滅
危
惧
種
と
し
て
名
を
連
ね
ま
し
た
。

実
際
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源

量
は
、
歴
史
的
に
見
て
も
最
低
レ
ベ
ル

に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、０
歳
魚
の
加
入（
発
生
）状

況
（
漁
獲
サ
イ
ズ
ま
で
生
き
残
っ
た
魚

の
数
）
も
低
水
準
で
す
。
こ
れ
ま
で
の

加
入
尾
数
の
歴
史
的
平
均
値
は
約
１
５ 

０
０
万
尾
で
し
た
が
、
２
０
１
２
年
は

そ
の
約
半
分
の
７
０
０
万
尾
程
度
と
な

っ
て
お
り
、
近
年
、
低
加
入
期
に
シ
フ

ト
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

未
成
熟
魚
の
漁
獲
量
を

従
来
の
50
％
に
制
限

　

で
は
、
私
た
ち
は
将
来
的
に
太
平
洋

ク
ロ
マ
グ
ロ
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

実
は
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
繁
殖
力
の
高

い
魚
な
の
で
、
漁
獲
量
を
適
切
に
管
理

す
れ
ば
、
資
源
回
復
が
可
能
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
大
西
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
で
は
、

08
年
か
ら
管
理
の
取
り
組
み
を
強
化
。

漁
獲
で
き
る
量
を
大
幅
に
削
減
し
た
と

こ
ろ
、
資
源
量
の
回
復
が
図
ら
れ
ま
し

た
。

　

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
も
資
源
回
復
を

目
指
し
、
国
際
機
関
で
あ
る
「
中
西
部

太
平
洋
ま
ぐ
ろ
類
委
員
会
（
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ

Ｃ
）」
の
決
定
に
従
っ
て
、
漁
獲
で
き
る

量
を
適
切
に
管
理
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
漁
獲
量
の
大

半
を
占
め
て
い
る
日
本
で
も
、
未
成
熟

魚
の
漁
獲
が
多
い
と
い
う
実
態
を
踏
ま

え
、
資
源
管
理
を
強
化
。
ク
ロ
マ
グ

日本が取り組む資源管理
資源量が激減している太平洋クロマグロ。
回復させるには待ったなしの状況です。

今こそ適切な資源管理が求められています。

クロマグロを「守る」

日本の漁獲上限は4,007ｔ

歴
史
的
最
低
水
準
付
近
ま
で

資
源
量
が
減
少

（年）

小型魚50％
削減の場合

小型魚25％
削減の場合

2014年の
規制継続の場合

小型魚15％
＋大型魚15％
削減の場合

シミュレーションによると、
2014年から10年以内に回復目
標を達成するには、小型魚漁
獲量の50％削減が必要です。

日本海北部
【506ｔ】

北海道、青森、秋田、
山形、新潟、富山、石川

日本海西部
【119ｔ】

福井、京都、兵庫、
鳥取、島根

九州西部
【749ｔ】

山口、福岡、佐賀、長崎、
熊本、鹿児島、沖縄

太平洋北部
【249ｔ】

北海道、青森、岩手、
宮城、福島、茨城

太平洋南部
【253ｔ】

千葉、東京、神奈川、
静岡、愛知、三重、
和歌山、徳島、高知、
愛媛、大分、宮崎

瀬戸内海
【6ｔ】

和歌山、大阪、兵庫、
岡山、広島、山口、
徳島、香川、愛媛、
福岡、大分

⃝大中型まき網漁業…2,000ｔ
⃝その他の沿岸漁業等…2,007ｔ
水産庁留保分…19ｔ
近海竿釣り漁業等…106ｔ
全国6ブロック…1,882ｔ

2018 2020 2022 2024

ん
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
資
源
管

理
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
グ
ロ
養
殖
の
分
野
に
お
い

て
も
、
天
然
種
苗
に
依
存
し
な
い
取
り

組
み
と
し
て
「
完
全
養
殖
」
の
研
究
が

進
行
中
で
す
。
天
然
の
幼
魚
を
種
苗
に

す
る
の
で
は
な
く
、
人
工
ふ
化
さ
せ
て

育
て
た
親
魚
か
ら
採
卵
し
て
次
の
世
代

を
生
み
出
す
も
の
で
、
す
で
に
商
品
化

に
成
功
し
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

ロ
を
漁
獲
す
る
す
べ
て
の
漁
業
者
の
協

力
の
も
と
、
今
年
か
ら
体
重
30
㎏
未
満

の
未
成
熟
魚
の
漁
獲
量
を
従
来
（
02
〜

04
年
）
の
50
％
に
削
減
す
る
取
り
組
み

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

「
北
太
平
洋
ま
ぐ
ろ
類
国
際
科
学
委
員

会（
Ｉ
Ｓ
Ｃ
）」
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
と
、
こ
の
制
限
を
続
け
た
場
合
、

24
年
ま
で
に
は
回
復
目
標
で
あ
る
歴
史

的
中
間
値
（
約
４
・３
万
ｔ
）
に
到
達

で
き
る
見
込
み
で
す
。

漁
業
関
係
者
、消
費
者
の
協
力
で

資
源
回
復
へ

　

具
体
的
に
は
、
大
中
型
ま
き
網
漁
業

で
２
０
０
０
ｔ
、
そ
の
他
の
沿
岸
漁
業

等
で
２
０
０
７
ｔ
、
合
計
で
４
０
０
７

ｔ
を
上
限
と
し
た
漁
獲
規
制
を
実
施
し

ま
す
。
漁
法
や
地
域
で
管
理
し
、
漁
獲

制
限
を
オ
ー
バ
ー
し
た
場
合
に
は
、
そ

の
分
が
翌
年
の
漁
獲
枠
か
ら
差
し
引
か

れ
る
仕
組
み
で
す
。

　

沿
岸
漁
業
に
関
し
て
は
、
全
国
を
６

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
管
理
。
ブ
ロ
ッ
ク

ご
と
の
漁
獲
量
が
上
限
の
７
割
に
達
し

た
時
点
で「
注
意
報
」、８
割
で「
警
報
」、

９
割
で「
特
別
警
報
」、９
割
５
分
で「
操

業
自
粛
要
請
」
を
出
し
、
水
産
庁
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

　

漁
獲
制
限
が
続
く
間
、
漁
業
関
係
の

方
々
に
は
〝
獲
ら
な
い
我
慢
〞
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
消
費
者
の

方
々
に
は
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
が
一
段

と
食
べ
に
く
く
な
る
不
便
が
生
じ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
水
産
庁
で
は
、
皆
さ

近畿大学水産研究所の養殖マグロの生けす（右）と、大手小売業のイオンが期間限定で販売していた
完全養殖のクロマグロ（左）。資源に圧力をかけない取り組みとして注目されています

資源に圧力をかけずに「食す」

資料：水産庁作成
1960 201620141972 1984

歴史的最低値（約1.9万t：1984年）

歴史的中間値（約4.3万t）
回復目標

（年）

歴史的中間値

歴史的最低値

2012年は約2.6万ｔと、歴史的最低値だっ
た1984年の約1.9万ｔに迫る水準。歴史
的中間値の約4.3万ｔが回復目標です。

親魚資源量の推移 親魚資源量の将来予測

16
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8 8

6 6

4 4

2 2

0 0

 （万t）  （万t）

1996 2008

 （年）

4,000

3,000

2,000

1,000

0
1960 1972 1984 1996 2008

 （万尾）

2012年は約2.6万tと
歴史的最低値付近に

歴史的平均値
（約1500万尾）

0歳魚の加入（発生）状況

小型魚漁獲量の50％削減で
10年以内に回復目標へ！

低加入期に
シフトした可能性
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